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· 出席者は記録者が印を付ける。

※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜全体連絡＞

・職員旅行（一泊旅行）について
　日程：1班･･･6/6（水）～6/7（木）、2班～6/21（木）～6/22（金）、

　　　　3班･･･7/5（木）～7/6（金）
　　一泊旅行不参加者は不参加届を5/16（水）～ 5/23（水）17：00までに提出すること。

・職員一泊旅行中は勤務者が少なく手薄になるので事故等のないように気をつけること。
業務で不明な点は事前に確認し、業務の遂行に支障のないようにしておくこと。

班分けは、AOM、SGM、JGMが偏らないように振り分けているので、何かあった場合には

残っている管理者に報告、連絡、相談し、対応すること。

・平成30年度医療福祉学会についての掲示がされているので、各自内容を確認しておくこと。通所は2グループに分けているので、各グループでスケジュールを確認しながら進めていくこと。

・新規利用者様へデイケア保険の説明をし、加入の可否を確認すること。

　⇒説明実施（返事待ち）：川口八寿子様、我満奈津紀様、加入希望なし：中村与一郎様

・各委員会が発表になっているので、各自委員会の日程を確認し、出席すること。欠席す

る場合には、事前に欠席届を提出すること。当日、業務等の都合で出席できなくなった場合には小嶋SGMに報告すること。小嶋SGMから委員長へ連絡していく。

・疾患別診療計画書7月分作成について

　医師の評価は不要。6月中に作成する。デイケア、デイナイトケアは全員分、ナイトケア

は週4回以上利用している人分。

・三國さんがSW業務の残務整理のため、14：00～17：00業務を抜ける日がある。日程は部署メールで確認すること。終われなければ日程が追加となる。

・青陽館大掃除について

　6/16（土）に実施予定となっている。当日、小嶋SGMは10：00～12：00カウンセリングで、午後から参加となる。

　実施箇所：浴室天井、床ワックスかけ（前回未実施箇所：テレビ前、職員更衣室、ミーティングルーム等）、高圧洗浄器で網戸、床の汚れ落とし

・園芸療法について、現在苗の発注をしているので、届き次第作業に取り掛かれるよう、畑の草取りなどの準備を進めていくこと。

・電算化委員会より

　⇒5/16～6/15までのスケジュール登録を5/25（金）までに行うこと。公休・年休は背景

を赤にして登録すること。

　⇒今後、パスワードを3ヶ月ごとに変更していく予定となっている。実施する際は、周

知のうえ行っていくが、変更しない人には委員会がパスワードを決定し、通知される。

　⇒PCスキルチェックを全員に行っていく。ワードとエクセルについて実施予定。

・食事について、日の出給食センターの利用を希望する利用者様がいたら、なごみから切

り替えていっても良いのでは。切り替える場合には混乱しないように注意して行うこと。

・奥山以依子様のデイケア保険請求手続きについて

　⇒4/12の頭部の怪我について、保険請求手続きは終了している。後日保険料が口座に振

り込まれる予定。

[研修案内]

・八戸精神科医会　6/9（土）18：00～19：30　会場：八戸パークホテル「マグノリア」

　案内文書は掲示板に掲示　申込締切：5/29（火）

・臨床精神医学研究会　7/1（日）9：30～16：00　会場：コラッセふくしま（福島市）　

テーマ：認知リハビリテーションの理論と実践　　　　定員：40名（先着順）

参加費：3500円　申込締切：6/24（木）必着　希望者は慶長JGMへ

・子ども発達支援センター・子ども学習トレーニングセンター開設記念講演会

「なるほど！子育て論」　6/3（日）13：00～15：00　会場：ビッグパレットふくしま

定員：先着80名（事前申し込み不要）　　入場料：無料

・第9回東北精神保健福祉学会山形大会　9/30（日）9：20～16：30　会場：山形テルサ

「気づき、そして、つなぐ～多様化する医療・保健・福祉～」

＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～来所時に薬の空包を確認し全て揃っている。酒臭・顔面紅潮はない。契約元から返却物を入れる為の梱包箱が本人宅に届く予定だが、まだ届いていないという。次回来所時も確認していく。その後、「ルーターとケーブルだけじゃなくてアダプタも送り返せばいいと思うよ」と話す為、契約元からの返却物のチェックリストの内容次第であることを伝えている。

・高柳　和子　様～昨日の滝澤整形外科クリニックの受診結果を確認するため本人に電話している。左足首を捻挫をした為、昨日午後に同院を受診。“3～4日安静にしていれば大丈夫”と言われ、塗り薬と湿布を処方されたと話している。青明舎に情報提供してもよいか確認すると、「もう話しました」とのこと。その後、「医療費が高くて貯金が少なくなってきました。障害年金の等級が2級になったので大変です」「一昨年は6月に障害年金診断書が来たのにまだ来ないんです。どうしよう」と金銭面で不安があることを話しており、6月末が期限であれば5月末から6月初旬頃までに日本年金機構から障害年金診断書類が届くことを伝えている。不安なことがあれば連絡いただきたいことを伝えると、「ありがとうございます」と穏やかに話している。上記を青明舎へ情報提供すると、本日同施設による定期訪問があるとのことで、本人に直接確認してほしいことを伝えている。

・成田　早希　様～2ヶ月ぶりに来所している。元気そうな様子で、健康チェックを行い、スタッフや利用者様と交流している。次回は7/18来所予定と話している。

・江刺家　陽輝様～8:45母様から、本人が自殺した為警察官が自宅を捜査していると連絡がある。昨日のデイケア終了後、本人から器物破損行為に至ったという報告を受けた為、母様がたしなめるとその後兄の部屋に閉じこもっていたとのこと。今朝、母が様子を見に行った際に自殺しているのを発見したという。9:35八戸警察署刑事第一課　田知本氏より連絡があり、最近の利用状況や昨日の器物破損行為等について問い合わせあり説明している。その際、弁償する金額や母に強く言われるのではないかと気にする発言があったことも併せて伝えている。本日でデイケア利用終了となる。

・上野　千奈津様～本人から相談があり、以前、疲労感を訴えてメディカルコート八戸西病院の受診を希望していたが、富山県にあるグループホームの体験入居が近付いていたことや疲労感が軽減していたことから同院の受診予定はないと話していた。本日、「やっぱりいくら寝ても疲れがとれないし疲れが積み重なっている気がするので、24日に予約を取りました。薬がもらえるといいな」と話す。24日（木）9：50同院を受診予定となっており、受診結果をスタッフへ連絡するようにと伝えている。

・鈴木　碧　　様～あおぞらクリニックへ通院している19歳女性　統合失調症疑いの方。本日14時、本人・母様がデイケアの見学予定となっている。慶長JGM対応予定。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～朝の来所時、青山荘方向を見て歩き出すことがあったと青風荘スタッフより情報提供あり、併せて所在確認を徹底してほしいとの申し送りがある。声掛けすると、冴えない表情が見られ、体調について「なんだかパッとしない」、プログラムには、「参加したくない」「家に帰りたいです」と話している。帰宅要求に関して、衝動的に行動するのではなく、青風荘スタッフに相談する等、手順を追って行動するよう伝えると「わかりました」と答え、途中から運動療法に参加している。その後、座学のプログラムでは、「やっぱり参加したくない」と話し、途中退席、不調の訴えがあり、バイタルサインを確認。11：40体温36.5℃、血圧176/114ｍｍHg、脈拍69回/分のため、静養室で30分程休養している。今後も話を傾聴しながら、症状の変化がないか観察し、精神的安定が図れるよう関与していく。
・田中　一　　様～来所時、髪の毛が跳ねていても気が付かないため声掛けすると、「朝急いでいました」と話している。体調については「蕁麻疹がでました」と話し、右側大腿の内側、左手に出ており、主治医には報告しているとのこと。最近不眠であると話していたため、睡眠について尋ねると、昨日は12時～6時まで眠れていること、食事も摂取できていると話している。1日を通して居眠りなくプログラムには参加できており、生活に支障はない様子が窺える。引き続き本人の生活状況を確認、観察していく。

・袴田　淑子　様～昨日まで、休養のためデイナイトケア欠席であったが、本日より通所再開している。体調について、「今日は良いよ」「今日はしっかり歩ける」と話し、プログラムには、問題なく参加している。

・板橋　利美　様～青風荘より情報提供があり、昨日の夕食は一口ずつのみ摂取していたが、本日の朝食は全量摂取していたとのこと。デイナイトケアでは、昼食は全体の2/3量を残食している。残食の理由を尋ねると昨日同様不調はないが、食欲がないと答えている。運動プログラムには参加しておらず、参加の促しに対し関節が痛いと話しているが、レクリエーションプログラムには参加しているため、今後も運動プログラムへの参加を促していくこととする。また、兄様との約束で体重65kgを維持することとなっているが、現在1.5kgほどオーバーしており、兄様が来週来所予定のため、減量のため食事量を減らしていると思われる。青風荘に上記内容を情報提供し、引き続き体調や食事摂取状況の観察を行っていく。

ナイトケア
・若松　邦生　様～5/22（火）、ぼんやりと暗い表情で来所しており、状況を確認している。現在仕事でパソコン業務の練習を行っているが、本人より後に利用を開始した利用者が練習ではなく本番の業務を行っていることに劣等感を感じ、気持ちが落ち込んでしまったと話している。本人の訴えを傾聴し、利用者個々人で持っている能力が違う為、劣等感を感じる必要はないことや、他者と比較するより今現在自分が出来ることを行って能力の向上を図っていく方が今後の糧になることを説明すると「そうですよね、グループホームの世話人さんにも同じこと言われました」と穏やかな表情で返答。「いろいろと聞いて気分が晴れたので、明日からも仕事やって行けそうです」と話す為、無理せず気になることは相談し、対処しながら仕事を継続するよう促している。以後スタッフや他利用者と表情良く交流しており、不調や上記同様の訴えをすることはない。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（奥山以依子様）

実施日：H30年5月23日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：工藤

検討内容　目標、計画の見直し

	氏名
	奥山以依子様
	性別
	女
	年齢
	68
	生年月日
	　S24年12月29日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・対人関係、身体機能の維持・向上。

・作業能力・持続性の維持・向上。

・病識を理解し身体的・精神的に安定する。

・集団生活を継続する。

	本人希望
	集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。

	家族希望
	施設入所継続してほしい。

	入院歴
	計　2　回（最終：55年4月26日～17年4月4日）※当院2回

	通所歴
	　1　回目

· 今回：平成17年4月～現在（週5回/月・火・水・木・金曜日）

	その他サービス利用
	青風荘入所　平成20年4月3日～現在

	住居：

グループホーム｢青風荘｣　入居中
	家族構成







	利用制度
	障害基礎年金1級　　　　　　　精神障害者保健福祉手帳1級

重度心身障害者医療費制度　　　自立支援医療費制度

障害福祉サービス　区分4

	備考：特記なし


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。
	①不調に気が付くことができるようになる。
	①-1スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。

①-2超能力に関する発言が聞かれた場合、現実検討を促していく。
	①-1スタッフとの振り返りを通して不調に気が付く事ができるようになる。

①-2振り返りを通して現実検討を促し、自覚できるようになる

	
	②周囲に配慮が出来るようになる。　　　
	②交流関係を円滑にし、人にぶつかった時は謝れるようになる。　　
	②歩行する際には周囲を見て人や物にぶつからないように注意する。集団行動の際には、スタッフが事前に声かけをして事故を未然に防ぐ。


【検討内容】目標の見直し

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。
	・5月に暫くぶりの、弟様宅に外泊に出掛けており、外泊終了後、自宅での本人の様子について弟様より排便に拘りがあり、トイレ時間を要していたとのこと。その後デイナイトケアでは、「こったら外泊、世の中思う様に行きません」と話しており、トイレに籠もり3回嘔吐している。また、「昨日は便が口から出てきたんです」と何度も話しており排便に拘りがある様子が窺えていたが、3日目になると、通常のペースに戻りトイレに籠もる様子は見られていない。
・前に睡眠時間について、一睡もしていないと話すことがありスタッフが体調確認していたが、最近は不眠の訴えは聞かれていない。
	不調が気になる際は、排便状態が悪いのか、精神症状なのか青風荘と情報共有し、担当医へ相談するよう促していく。
睡眠不足を話す事があるため、不調に気がつけるよう目標継続とする。

	
	前に超能力に関する発言が聞かれており、「私は、2020年の6月30日までに超能力ができるのか、普通の人になるのか決まるんです」と話している。超能力がなくても、現在も生活できていることを伝えると、「そうですね」と返答している。最近は超能力に関する発言は聞かれていない。聞かれた際には、現実検討を促していく。
	今後も、「超能力が」という言葉が聞かれた際は、現実検討を促していく。目標を継続とする。
　　

	②周りを見ながら行動し、人にぶつかった時は謝れるようになる。
	・下膳や移動時には周囲を見ないで行動するときがあるため、声掛け要している。

・4/12浴室で転倒し左側頭部より出血している。左側頭部5ｃｍ、深さ約2ｍｍの割創を負っており八戸赤十字病院へ救急搬送している。転倒のリスクが高いため、今後も歩行状態を観察し適宜声掛けしていく。
	今後も転倒に注意するため、

事前に声掛けをして、周囲を確認する習慣を身につけることが必要である為、計画を継続とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。
	①不調に気が付くことができるようになる。
	①-1スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。

①-2超能力に関する発言が聞かれた場合、現実検討を促していく。
	①-1スタッフから聞かれた事に返答できるようになる。

①-2振り返りを通して現実検討を促し、自覚できるようになる。

	
	②周囲に配慮が出来るようになる。　
	②周りを見ながら行動し、人にぶつかった時は謝れるようになる。


	②歩行する際には周囲を見て人や物にぶつからないように注意する。集団行動の際には、スタッフが事前に声かけをして事故を未然に防ぐ。


保護者・彰二様





裕子様








